
【基本方針】

【重点目標】

令和3年度
達成状況

安定的な事業運営

【達成度について】
A：達成（設定した目標を達成することができた。100%）
B：概ね達成（概ね目標どおり達成することができた。70%以上100%未満）
C：一部達成（目標の一部を達成できた。50%以上70%未満）
D：未達成（目標達成に向け取り組んだものの、目標達成にはいたらなかった。50%未満）
E：未実施（事業の取りやめなどにより評価不能又は困難。0%）

防災
令和3年度
達成状況

　上下水道部では、「安全で安心して健やかに暮らせるまち」、「利便性と快適性の高い住みよいまち」を
目標に事業を推進します。

下水道事業では、公共下水道整備第８次五箇年計画及びストックマネジメント計画に基づき、
① 公共下水道の整備を進めるとともに、公共下水道計画区域外での市町村設置型浄化槽の整備を
　引き続き進めます。
② 浸水被害防止として、老朽化が進む雨水ポンプ場施設の更新・改造工事を進めます。また、局地的
　大雨に備え、ポンプ場へ早期に雨水を取込むための管渠整備を行います。
　
水道事業では、柏原市水道事業ビジョン2019～2028の理想像である安全・強靭・持続の実現を目指し、
③ 老朽化した施設を更新し、水道システムの強靭化を進めます。
④ 将来にわたり安定した事業運営ができるよう運営基盤の強化に取り組みます。
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目標 （１） 安全で安心して健やかに暮らせるまち 分野

浸水被害の防止

下水道
令和3年度
達成状況

生活排水の適正な処理
2

令和３年度　上下水道部の運営方針 

部(局) 上下水道部 部(局)長 瀬田友之

目標 （３） 利便性と快適性の高い住みよいまち 分野
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目標 （３） 利便性と快適性の高い住みよいまち 分野 上水道
令和3年度
達成状況

水道システムの強靭化

上水道
令和3年度
達成状況
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目標 （３） 利便性と快適性の高い住みよいまち 分野
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目標 分野

令和3年度
達成状況
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目標 分野



今年度の達成目標

→

浸水被害の防止

部(局)名 上下水道部

重点目標 1

達成状況 達成度

所管室・課 下水工務課

↓ ↑

雨水ポンプ場施設の更新及び改良
工事により施設の機能性や信頼性
の向上を図ります。

具体的取組

次年度以降に向けて検討すべきこと

→

具体的な取組実績

ストックマネジメント計画に基づき
老朽化したポンプ、発電機などの
設備の更新及び停電対策設備、雨
水の取込み口等の整備を行いま
す。

総合評価・総括 全体の達成度



次年度以降に向けて検討すべきこと

総合評価・総括 全体の達成度

↓ ↑
具体的取組 具体的な取組実績

約３ｈａの汚水整備を行います。

→
所管室・課 下水工務課

公共下水道整備第８次五箇年計
画に基づき汚水整備を行い、令和
３年度末の人口普及率８８．２％を
目指します。

→
今年度の達成目標 達成状況 達成度

部(局)名 上下水道部

重点目標 2 生活排水の適正な処理



次年度以降に向けて検討すべきこと

総合評価・総括 全体の達成度

具体的取組 具体的な取組実績

水道管約3.5㎞を更新します。

→
所管室・課 水道工務課

↓ ↑
具体的取組 具体的な取組実績

ポンプ及び制御盤の更新を行いま
す。 →

所管室・課 水道工務課

今年度の達成目標 達成状況 達成度

老朽化した管路の更新、耐震化を
進め、管路の耐震適合率45％を目
指します。

→

老朽化した機械設備や電気設備を
更新し、設備の信頼性の向上を図
ります。

→
今年度の達成目標 達成状況 達成度

部(局)名 上下水道部

重点目標 3 水道システムの強靭化



次年度以降に向けて検討すべきこと

総合評価・総括 全体の達成度

具体的取組 具体的な取組実績

大阪広域水道企業団と統合した場
合の効果の確認及び近隣団体との
業務共同発注に向けた協議を行い
ます。 →

所管室・課
経営総務課
水道工務課

↓ ↑
具体的取組 具体的な取組実績

柏原地区を中心に漏水調査に加
え、水管橋・弁栓類の点検などを行
うことにより、維持管理を強化しま
す。 →

所管室・課 水道工務課

今年度の達成目標 達成状況 達成度

大阪広域水道企業団や近隣団体と
の広域連携について検討します。

→

漏水や設備異常の早期発見と修繕
により、水の安定供給を維持しま
す。

→
今年度の達成目標 達成状況 達成度

部(局)名 上下水道部

重点目標 4 安定的な事業運営


